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近未来技術実証特区におけるプロジェクトの提案近未来技術実証特区におけるプロジェクトの提案



ロボット近未来実証特区

•ロボット × 病院

•ロボット × まち

•ロボット × 家

•ロボット × 次世代人財育成
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世界トップレベルのロボット手術センター設立

-地域住民の健康増進と国内外からの医療ツーリズム促進-
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医療安全 •ロボット支援手術に関する内規策定

先進医療

•各領域の各種術式の開発

•手術教育・研修

•チーム医療の推進

•手術見学受入れ、手術指導派遣

•手術内容の評価

臨床・

基礎研究
•出版・学術研究

•手術機器・手術方法の開発

先進的手術の改良、開発、標準化

鳥取大学附属病院低侵襲外科センター（保険外併用療養特区）鳥取大学附属病院低侵襲外科センター（保険外併用療養特区）

ダヴィンチ専用手術室 ダヴィンチSiシステム

全国、海外への普及を目指す
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鳥取大学附属病院低侵襲外科センターの実績

da Vinci Skills Simulator

シミュレーター教育ダヴィンチ使用手術に関する内規策定

•第三者による中止要請可能

•院内の資格審査
‐術者審査
‐術式審査

院内認定制度

手術中止基準設定

複数科による多数例の実績
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５診療科、300例以上５診療科、300例以上

国内でロボット手術を始める施設の必読書

本邦初のロボット手術マニュアル本発刊

公開カンファレンス
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鳥取大学へ見学（72施設）

鳥取大学から指導（22施設）

ロボット手術の普及

胸部外科（国内２施設の一つ）

国内のパイオニアとして指導的施設の一つとして認知国内のパイオニアとして指導的施設の一つとして認知

•鳥取大学
•東京医科大学
•名古屋市立大学
•藤田保健衛生大学
•金沢大学
•広島大学
•広島市民病院
•千葉県がんセンター
•新百合ヶ丘総合病院

ダヴィンチ術者資格
認定公認見学施設
泌尿器科
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コメディカルを含めた見学受入れ

•手術見学

医師、看護師、MEそれぞれが対応医師、看護師、MEそれぞれが対応

執刀科医 麻酔科医 看護師 ＭＥ 計

泌尿器科 89名 9名 57名 31名 186名

胸部外科 65名 5名 21名 5名 96名

頭頸部外科 2名 ‐ ‐ ‐ 2名

計 156名 14名 78名 36名 284名

海外：ロシア、韓国、台湾

6



❶ 音 声

❷アノテーション

2D (1280x1024 )

❶ 2D映像

❷ 3D映像

❸ アイコン付きデータ

❹ 音 声

中継用端末 中継用端末

（出力端末）

（WEBカメラ）

（専用マイク）

3D HD (1920x1080 )

（専用マイク）

（出力端末）

＜ 指 導 側 ＞

＜ 受 講 側 ＞

音声

手書き図

音声

全景

アイコン付き映像データ

鳥取大学附属病院鳥取大学附属病院 鳥取県東部、和歌山県、
ロシア極東地方など
鳥取県東部、和歌山県、
ロシア極東地方など

遠隔手術ソリューションによる人財の有効活用

Ｎ
Ｔ
Ｔ
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ユニバーサルビークル（移動・移動⽀援ロボット）システムの技術実証

電動⾞いすなどの新たなモビリティの活⽤範囲を拡⼤し、健常者の利⽤および⾼齢者・障がい者の
⾏動範囲拡⼤を⽬指す技術検討と実証を⾏う

提案内容

全体イメージ

電動⾞いす（例）
技術検討・実証の例

・健常者も⾼齢者・障がい者も利⽤できる6km/h以上⾛⾏可能なモビリティの検討
・新たなモビリティ向けシェアリングサービスの検討
・バリアフリーマップの作成
・周囲認識・⾃動⾛⾏・前⾞追尾・⾃動帰還機能、⾃動⾛⾏可能エリアの検討
・視覚によらないナビゲーションの検討
・スマートフォンを連結し、位置や体調、運⾏状況(故障、事故)の⼀元管理の検討

私有地 公道（⾞道・歩道）
例：交通量の少ない場所

公道（⾞道・歩道）
例：交通量がある場所

（実証の例）
前⾞追尾による⾃動⾛⾏
ポートへの⾃動帰還・充電

（実証の例）
時速6km以上での⾛⾏

（実証の例）
低速での⾃動⾛⾏

視覚によらないナビゲーション
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⾒守りロボットシステムを⽤いた遠隔診察、服薬指導の技術実証

・⾼齢者に⾒守りロボットを配布し、医師や薬剤師がロボットを通じて遠隔診察や処⽅箋薬の説明を⾏う
・飲み残し薬の削減に有効である居宅療養管理指導（服薬指導）を服薬管理ロボットを⽤いて技術検討・実証を⾏う

提案内容

全体イメージ

医師・薬剤師・介護者など

⾒守りロボット（例）

服薬管理 相談・指導

体調相談や服⽤
⽅法を相談

処⽅箋説明遠隔診察

薬医

診察履歴・服薬履歴をサーバーで管理
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〜発明は才能ではない、技術である〜

人財
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やる気の
心理学

出口戦略

技術

心構え知識

学生・企業人

イノベーション！
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〜日本のロボット技術が
世界の医療を変えていく〜


